
 

新 し い 小 学 校 の 校 名 案 が 決 定 し ま し た 

《新しい小学校の校名案》 

新札
しんさっ

幌
ぽろ

わかば小学校
しょうがっこう

 

・新しい学校の校区は、新さっぽろ駅周辺に位置しており、両校の子

どもたちや地域の人たちにとって「新札幌」は地域を表す言葉とし

て長く親しまれている。 

・札幌市の副都心である「新札幌」の名称を用いる初めての校名とな

る。新札幌の「新」は、新しい時代にふさわしい清新さが感じら

れ、新しい学校が誕生することや、新しいことに挑戦していく姿を

表現している。 

・「わかば」には、子どもたちが生き生きと育っていくことへの願い

が込められており、卒業生が青葉中学校へ進学することを、若葉が

青葉に育っていく様子に例え、小学校から中学校へのつながりを表

現している。 

選考理由 

 

新しい校名の検討内容は２～６ページをご覧ください 



 

※理由については、応募用紙に記載いただいた主な理由と、部会の中で委員から挙げられた理由

を合わせてまとめました。 

 校名案 選定理由 

① 厚別双葉 

●双葉が葉を大きく広げながら成長していくように、２校の子どもたちが

一緒になり、仲良く伸び伸びと成長してほしいという願いが込められて

いる。 

●将来的に青葉中学校との小中一貫校を目指す気持ちを込めて、「双葉」が

成長して「青葉」になるという意味で、小学校から中学校への繋がりを

表現している。 

●校名に「厚別」を付けることにより、学校の所在地がわかりやすい（以

下、①～④案まで共通）。 

② 厚別緑 

●新しい学校が、たくさんの公園や緑地、陽だまりロードなどの豊かな自

然に囲まれていることを表現している。 

●応募のあった校名案には、この地域の緑豊かな自然を題材にしたものが

数多くあり、「緑」は子どもから大人まで親しみやすい言葉である。 

③ 厚別未来 

●新しい学校の子どもたちが、新しい時代、未来に向かって、楽しく元気

に歩んでいくことへの希望が込められている。 

●子どもたちの成長が、学校や地域の未来の発展に繋がってほしいという

願いが込められている。 

④ 厚別若葉 

●若葉のように生き生きとした子どもたちが育っていくことへの願いを表

現している。 

●卒業生が青葉中学校へ進学することを、若葉が青葉に育っていく様子に

例え、小学校から中学校へのつながりを感じさせる。 

⑤ 翔南 

●新しい学校の子どもたちが、自由に伸び伸びと成長し、未来に向かって

大きく羽ばたいてほしい、空高く飛躍してほしいという想いを「翔」に

込めて、新しい学校が厚別南に位置していることを「南」で表現した。 

⑥ 新さっぽろ南 

●新しい学校は、新さっぽろの南側に位置しており、子どもたちや地域の

人たちにとって親しみやすく、他地域からも場所がわかりやすい。 

●札幌市の副都心である「新さっぽろ」の名称を用いる初めての校名とな

り、厚別区を代表する学校になってほしいという願いが込められている。 

●新さっぽろの「新」からは、新しい時代にふさわしい清新さが感じられ、

新しい学校が誕生することや、新しいことに挑戦していく姿を表現して

いる。 

⑦ 
陽だまり 

（ひだまり） 

●新しい学校は、両校の子どもたちや地域にとってなじみがある「陽だま

りロード」と接する場所に位置しているため。 

●子どもたちの笑顔があふれる「陽だまり」のような学校になってほしい、

温かい心を持った子どもたちになってほしい、という願いが込められて

いる。 



 

               

 

●「新さっぽろ南」 

①〜④の厚別〇〇の校名は、〇〇の部分は新しいイメージの言葉ですが、厚別北小や厚別通

小があるので別の名前の方が覚えやすいと考えます。 

⑤ 翔南は“しょうなんしょう”という音の響きになり、あまりいい名前に聞こえないこと、

子どもが書きづらいこと、場所などを連想しにくいことから不適切と考えます。 

⑥ 「新さっぽろ」に南とつくことでおおよその位置が伝わると思います。また、新さっぽ

ろという名前が学校名にないため、新しい学校名にふさわしいと思います。 

⑦ 陽だまりロードが近隣住民にしか認知度がなく、場所の連想がしにくいと思います。 

 （平成 30年 10月 28日 メール） 

●「新さっぽろ+○○」 

厚別○○の学校が既に多数あり、新鮮さに欠けることから、新さっぽろが良いと思います。 

新さっぽろの「新」は新しい時代にふさわしい清新さを感じることができ、新さっぽろを用い

た既存校がまだ無いことから、「新さっぽろ（札幌）＋○○」の形が良いのではないかと思い

ます。「厚別＋○○」として挙げられた 4候補全てを「新さっぽろ○○」とするなら、どれで

も良いと考えます。○○の部分はできれば一文字の方がいいと思います。 

またどうしても青葉の「葉」にこだわりすぎるようにも感じます。 

正直、統合閉校は衝撃であり受け入れがたい思いがあります。共栄小学校の青葉町校区（１、

２丁目）を再度青葉小の校区に再編、存続することが個人的には望ましいと考えています。 

（平成 30年 10月 29日 メール） 

●「地域の語源を尊重するべき」 

７案の中にふさわしい校名案がない。アイヌ語由来の地名のような、地域の語源を尊重した

ような校名が良いと思います。            （平成 30 年 10 月 31 日 電話） 

●「新さっぽろ」 

「新さっぽろ南」は、他に新さっぽろがつく校名がないのに、南を付けて名前を長くする必

要はないと思います。新さっぽろ小の方が子どもたちに馴染みやすく呼びやすいと思います。 

（平成 30年 11月 3日 メール） 

●「厚別若葉（わかば）」「厚別双葉（ふたば）」 

石山地区の新設校名が石山緑小学校であるため、「厚別緑」は避けた方がいいと思います。

青葉中学校との繋がりを重視して「厚別若葉」か「厚別双葉」が説得的であると思います。 

また、漢字が４文字続くよりは「厚別わかば」または「厚別ふたば」とひらがなを交えた方

がやわらかな印象で、子どもたちにとって親しみやすく、他の地域にある「～～若葉小学校」

または「～～双葉小学校」と違う独自性を出せるものと思います。 

（平成 30年 11月 20日 ＦＡＸ） 

●「新さっぽろ南」 

厚別○○小学校はすでに複数校ある。新さっぽろと付く地名はないが、校名として使われ

ていないので良いと思います。翔南は所在地がわからないと思います。陽だまりは老人ホー

ムを連想させると思います。            （平成 30年 11月 26日 メール） 



 

 

 



 



 

 



 

 

青葉小学校を取り壊して高層マンションを建てるのはやめてほしいです。高齢者が多い地域

であり、大地震が起きた際、市営住宅やマンションはエレベーターが使えない等の支障がある

ため、近くに避難所があった方が良いと思いました。その他、投票所、体力作りや娯楽の場所

としての開放、子どもたちの屋内の遊び場としての開放があると良いと思います。 

また、買い物が不便とおっしゃる方もいます。青葉小学校付近には元々市場や商店街や病院

もあったので、流行の学校カフェを作ったり、書店、雑貨屋のようなお店があると青葉町も少

しは賑わうのではないでしょうか。高齢者が少しでも歩くなどの運動に繋がるかな？という提

案でした。青葉小学校が閉校するのは悲しいです。 

（平成 30年 11月 26日 メール） 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後検討すべき項目 検討方法（案） 

○跡活用について 

○新設校の通学路について 

○校歌・校章について 

○交流事業について 

○PTA組織の統合について 

●学校を中心に検討する。 
 

※基本的には新しい学校（長）を中心に検討する。 
 

※地域、保護者とも連携をとる。 

●現在の部会とは別の枠組みで検討する。 

●両地域のまちづくり会議等から参加する形式

とするが、青葉地域中心の委員構成とする。 

【どのような人たちで検討していくか（例）】 

・町内会（単位町内会、連合町内会） 

・学校（小学校、PTA） 

・まちづくり会議 

・関係団体（社会福祉協議会、民生委員児童委員

協議会、老人クラブなど） 
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